
地域医療構想推進委員会の取組について 

 

１ 非稼働病棟を有する医療機関への取組 

  2025 年３月に改正された「非稼働病棟を有する医療機関への方針」に基づき、

各構想区域地域医療構想推進委員会において、当該非稼働病棟の維持の必要性につ

いて協議を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 個別の医療機関のプランに関する協議 

公立・公的・民間病院から提出されたプランに関する協議を行った。 

 

３ 具体的対応方針の決定状況（2026 年３月３１日現在） 

 ＜公立・公的＞  

 総 計 
対応方針の策定・検証状況 

合 意 ・ 検 証 済 協 議 ・ 検 証 中 協議・検証未開始 

病 床 数 27,043 床 27,043 床 100％ 0 床 0％ 0 床 0％ 

医 療 機 関 数 65 機関 65 機関 100％ 0 機関 0％ 0 機関 0％ 

＜民間医療機関＞ 

 総 計 
対応方針の策定・検証状況 

合 意 済 協 議 中 協 議 未 開 始 

病 床 数 27,616 床 27,616 床 100％ 0 床 0％ 0 床 0％ 

医 療 機 関 数 443 機関 443 機関 100％ 0 機関 0％ 0 機関 0％ 

 

名古屋・尾張中部 野垣病院 39
2006年４月
（19年）

再稼働予定
（2027年４月）

必要性がある

知多半島 公立西知多総合病院 45
2015年５月
（９年）

再稼働予定
（時期未定）

判断がつかない（継続協議）

知多半島 小嶋病院 120
2017年１月
（８年）

再稼働予定
（2026年５月）

必要性がある

知多半島 国立長寿医療研究センター 38
2004年３月
（21年）

廃止予定
（2026年度中）

必要性が乏しい

西三河南部西 刈谷整形外科病院 20
2015年４月
（10年）

再稼働予定
（時期未定）

必要性がある（ただし、継続協議）

東三河南部 豊橋医療センター 50
2018年３月
（７年）

再稼働予定
（2026年度）

必要性がある

東三河南部 豊橋ハートセンター 45
2013年６月
（11年）

再稼働予定
（時期未定）

判断がつかない（継続協議）

※ヒアリング時点での状況

移転予定

看護師不足

医師・医療従事者不足

施設の老朽化

施設の老朽化

入院患者の減少

医師・医療従事者不足

構想区域 医療機関名
非稼働病棟
の病床数

非稼働開始時期
（通算年数）

非稼働の主な理由
今後の予定※

（時期）
推進委員会の意見

４ 紹介受診重点医療機関に関する協議 

 外来機能の明確化・連携を強化し、患者の流れの円滑化を図るため、外来機能報告

の結果を基に、外来医療の実施状況や紹介患者への外来を担う意向等を確認し、地域

医療構想推進委員会において協議の上、下記医療機関を紹介受診重点医療機関として

2026 年４月１日付けで公表することとした。（愛知県計 46 医療機関） 

 

＜紹介受診重点医療機関一覧＞（2026 年４月１日現在） 

 

構 想 区 域 医 療 機 関 名 

名古屋・ 

尾張中部(18) 

県がんセンター、名市大東部医療センター、 

名市大西部医療センター、総合上飯田第一病院、 

名鉄病院、日赤名古屋第一病院、国共済名城病院、 

（国）名古屋医療センター、名大附属病院、日赤名古屋第二病院、 

名市大病院、藤田医大ばんたね病院、名古屋共立病院、 

名古屋掖済会病院、中部労災病院、中京病院、 

名古屋記念病院、大同病院 

海部(2) 津島市民病院、厚生連海南病院 

尾張東部(4) 公立陶生病院、藤田医大学病院、愛知医大病院、旭労災病院 

尾張西部(2) 一宮市民病院、総合大雄会病院 

尾張北部(4) 
春日井市民病院、徳洲会総合病院、江南厚生病院、 

小牧市民病院 

知多半島(4) 
知多半島総合医療センター、県あいち小児医療センター、 

公立西知多総合病院、国立長寿医療研究センター 

西三河北部(2) トヨタ記念病院、厚生連豊田厚生病院 

西三河南部東(2) 岡崎市民病院、藤田医大岡崎医療センター 

西三河南部西(3) 刈谷豊田総合病院、厚生連安城更生病院、八千代病院 

東三河北部(1) 新城市民病院 

東三河南部(4) 
豊橋市民病院、成田記念病院、豊川市民病院、 

（国）豊橋医療センター 

資料８ 


